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心
に
刻
ん
だ

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
運
動
会

９
月
27
日
、
町
内
の
小
学
校
で
運

動
会
が
行
わ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
観
覧
者
の
制
限
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
削
減
し
午
前
中
の
み
の
開

催
と
す
る
な
ど
、
規
模
縮
小
が
図
ら

れ
た
が
、
校
庭
に
は
児
童
や
保
護
者

の
大
き
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
。



臨時会 ・定例会で決まったこと

その他

契約

条例

認定人事

− 3 − − 2 −

令
和
２
年
第
２
回
長
島
町
議
会

臨
時
会
が
８
月
11
日
開
か
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
交
付
さ
れ
る
国
の
第

２
次
補
正
予
算
を
受
け
た
緊
急
経

済
対
策
費
用
の
ほ
か
、
町
内
各
地

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
７

月
豪
雨
に
係
る
災
害
復
旧
費
用
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
令
和
２
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
国
民

健
康
保
険
診
療
施
設
、
介
護
保
険

の
２
特
別
会
計
補
正
予
算
案
を
審

議
し
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

令
和
２
年
第
３
回
長
島
町
議
会

定
例
会
が
９
月
４
日
か
ら
25
日
ま

で
22
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。

お
も
に
７
月
豪
雨
の
災
害
復
旧

に
係
る
費
用
な
ど
９
億
３
０
７
６

万
７
千
円
を
盛
り
込
ん
だ
令
和
２

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

を
、２
つ
の
常
任
委
員
会
で
審
議
、

協
議
し
た
結
果
、
全
予
算
案
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

１
４
４
億
円　

膨
ら
む
一
般
会
計
予
算

主な事業費（臨時会分）（単位：千円）

［７月豪雨災害分］

７月豪雨災害に係る土砂撤去等復旧経費････ 56,479　　　　　　　　　　　　　　　

林道災害復旧設計等経費････ 41,600　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

農業用施設等災害復旧設計等経費････ 51,000　　　　　　　　　　　　　　　　　　

河川災害復旧設計等経費････ 52,711　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

［新型コロナ対策分］（地方創生臨時交付金など国庫補助金が主な財源）

庁舎内ネットワーク・テレワーク環境整備に係る経費････ 17,409　　　　　　　　　

ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業費････ 17,730　　　　　　　　　　　　　　　

保育園などへのマスク・消毒液を購入する費用･･･ 5,142　　　　　　　　　　　　　

鷹巣診療所電子カルテ購入費用････ 23,382　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

水産業支援事業（養殖業ICT導入支援など）････ 93,009　　　　　　　　　　　　　　

町内宿泊業者に対する宿泊応援キャンペーン事業･･･ 9,601　　　　　　　　　　　　

公立学校情報機器整備事業（町内小中学校への端末購入）･･･ 62,205　　　　　　　　

教育振興一般経費（校務支援システム構築費用）･･･ 36,740　　　　　　　　　　　　

国
民
健
康
保
険
診
療
所

設
置
条
例
の
改
正

新
し
い
鷹
巣
診
療
所
が
完
成
し
た
こ
と
に
伴
い

設
置
位
置
（
地
番
）
を
変
更
す
る
た
め
の
改
正
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事
業
を
活
用

し
、
獅
子
島
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新

す
る
。

納
期
は
令
和
３
年
３
月
15
日
ま
で
。
２
０
４
６

万
円
で
、
鹿
児
島
森
田
ポ
ン
プ
㈱
と
契
約
締
結
。

公
立
学
校
情
報
機
器
端
末
購
入

　

町
内
小
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
へ
１
人
１
台
ず

つ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
９
５
７
台
分
を
購
入
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
を
可
能
に
す
る
。
１
台
当
た

り
約
６
万
４
千
円
。

伊
唐
港
整
備
工
事 

　

社
交
金
工
事　

長
島
港
伊
唐
地
区
の
１
工
区
は

６
３
４
７
万
円
で
、
㈱
長
崎
組
と
契
約
締
結
。
工

期
は
令
和
３
年
３
月
16
日
ま
で
。

　

２
工
区
は
７
８
６
５
万
円
で
、
㈱
長
崎
組
と
契

約
締
結
。
工
期
は
令
和
３
年
３
月
19
日
ま
で
。

水
道
事
業
給
水
条
例
の
改
正

水
道
法
改
正
に
伴
う
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
指
定
の
更
新
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
改
正
。教

職
員
住
宅
条
例
の
廃
止

教
職
員
住
宅
の
教
育
財
産
か
ら
普
通
財
産
へ
の

移
行
手
続
き
を
柔
軟
に
対
応
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
た
め
条
例
を
廃
止
。

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
・

字
の
区
域
変
更

観
音
漁
港
公
有
水
面
埋
立
て
の
し
ゅ
ん
功
認
可

が
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
新
た
に
生
じ
た
土
地
と

確
認
し
、
字
の
区
域
を
変
更
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

な
ど
の
実
施
に
向
け
公
立
学
校
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
購
入
す
る
売

買
契
約
な
ど
議
案
12
件
、
令
和
元

年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

長
島
町
決
算
の
認
定

令
和
元
年
度
長
島
町
決
算
14
件
（
一
般
会
計
、

特
別
会
計
13
件
）
が
議
会
の
認
定
に
付
さ
れ
た
の

で
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
の

上
、
認
定
し
た
。（
詳
細
は
Ｐ
４
～
５
に
記
載
。）

港
整
備
工
事

　

港
整
備
交
付
金
工
事　

長
島
港
本
浦
地
区
（
Ｒ

２
―
１
工
区
）
は
、
６
７
２
１
万
円
で
、
テ
ィ
エ

ス
㈱
と
契
約
締
結
。
工
期
は
令
和
３
年
３
月
19
日

ま
で
。

　

伊
唐
北
漁
港
（
Ｒ
２
の
１
工
区
）
は
、
１
億
７

８
０
万
円
で
テ
ィ
エ
ス
㈱
と
契
約
締
結
。
工
期
は

令
和
３
年
３
月
29
日
ま
で
。

主な事業費（定例会分）（単位：千円）

［７月豪雨災害分］　　　　　　　　　　　　　　　　　

アオサ養殖場土砂撤去に係る工事請負費････ 23,630　　　　　　　　　　　　　　　

林道18カ所の災害復旧に係る工事請負費･･･ 110,000　　　　　　　　　　　　　　　

農業用施設災害復旧工事費･･･ 107,000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

農地災害復旧工事費（畑47件、田７件）････ 149,000　　　　　　　　　　　　　　　

河川災害復旧に係る工事請負費（10河川）････ 331,420　　　　　　　　　　　　　　

決
算
14
件
を
認
定
、
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
を
適
任
者
と
し
て
答
申

し
た
。

今
回
、
計
上
さ
れ
た
予
算
の
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

な
お
、
臨
時
会
で
６
億
５
１
０
２

万
円
を
、
定
例
会
で
９
億
３
０
７
６

万
７
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
た
こ

と
で
、
一
般
会
計
総
額
は
１
４
４
億

９
２
６
７
万
５
千
円
に
の
ぼ
っ
た
。

総額135億6190万8千円

（6億5102万円追加）

総額144億9267万5千円

（9億3076万7千円追加）

町
営
住
宅
条
例
の
改
正

町
営
住
宅
需
要
へ
の
事
務
手
続
き
を
迅
速
で
柔

軟
に
対
応
す
る
た
め
の
改
正
。

※このほか、新型コロナの影響で中止となった研修会やイベント・行事などにかかる

旅費や補助金、委託料などを補正し、減額している。

　

納
期
は
令
和
３
年
３
月

10
日
ま
で
。
６
１
６
３
万

５
５
８
５
円
で
、
富
士
電

機
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

㈱
鹿
児
島
支
店
と
契
約
締

結
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

人
権
擁
護
委
員
の
桑
原
和か

ず
の
り誉

氏
（
川
床
上
）
が

令
和
２
年
12
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か

ら
、
再
任
と
し
て
同
氏
を
推
薦
す
る
た
め
の
諮
問

が
な
さ
れ
た
の
で
、
適
任
者
と
し
て
答
申
し
た
。

完成した鷹巣診療所。開所は11月１日を予定

コ
ロ
ナ
に
加
え
豪
雨
災
害
も
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町の家計は黒字？赤字？
令和元年度決算を認定

◆
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
町
の
収
入

◆
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
税

収
入

◆
繰
越
金

前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
お
金

◆
分
担
金
及
び
負
担
金

町
が
行
う
特
定
事
業
で
利
益
を
受

け
た
人
か
ら
負
担
し
て
も
ら
っ
た

お
金

◆
使
用
料
及
び
手
数
料

【
使
用
料
】
公
共
施
設
な
ど
を
利

用
し
た
人
が
負
担
す
る
お
金

【
手
数
料
】
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対

し
て
負
担
し
た
お
金

◆
寄
附
金

町
民
な
ど
が
無
償
で
町
に
提
供
し

て
く
れ
た
お
金

◆
繰
入
金

他
会
計
や
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る

お
金

◆
地
方
交
付
税

町
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金

◆
国
県
支
出
金

特
定
の
事
業
の
た
め
に
国
や
県
か

ら
支
出
さ
れ
る
お
金

◆
町
債

大
き
な
事
業
な
ど
を
行
う
た
め
に

町
が
借
り
入
れ
る
お
金
（
借
金
）

▼
企
画
財
政
課

Ｑ
．
獅
子
島
架
橋
基
金
は

13
億
５
千
万
円
積
み
立
て

て
あ
る
が
、
今
後
、
国
や

県
に
ど
の
よ
う
な
ア
ピ
ー

ル
を
す
る
考
え
か
。

Ａ
．
町
で
は
28
億
円
を
目

標
に
積
み
立
て
て
い
る
。

薩
摩
川
内
市
の
甑
島
大
橋

が
先
日
開
通
し
た
。
県
道

と
し
て
事
業
推
進
す
る
方

向
性
を
探
っ
て
い
る
。

▼
総
務
課

Ｑ
．
山
中
地
区
の
多
目
的

広
場
整
備
事
業
は
、
総
合

運
動
公
園
の
捨
土
の
み
で

埋
立
が
見
込
め
る
か
。
い

つ
完
成
す
る
か
。

Ａ
．
当
初
計
画
で
は
16
万

立
米
の
捨
土
を
設
計
し
た

用

語

の

解

説

令
和
２
年
第
３
回
長
島
町
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
元

年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
13
の
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

９
月
14
日
か
ら
17
日
ま
で
現
地
調

査
を
含
め
全
委
員
で
実
施
し
た
。

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
議
決
さ

れ
た
予
算
が
目
的
に
従
っ
て
適
正

か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
た
か
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
行
政

効
果
が
発
揮
で
き
た
か
、
ま
た
、

今
後
の
行
政
運
営
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
改
善
、
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
か
を
主
眼
に
審
査
し
た
。

下
の
第
１
表
は
令
和
元
年
度
の

一
般
会
計
の
決
算
状
況
を
グ
ラ
フ

化
し
た
も
の
で
、
歳
入
決
算
額
か

ら
歳
出
決
算
額
を
差
し
引
い
た
残

額
は
２
億
９
６
９
４
万
円
で
、
翌

年
度
（
令
和
２
年
度
）
へ
の
繰
越

額
を
差
し
引
く
と
２
億
３
７
９
4

万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
前
年
度
の
実
質
収
支
額
を
控
除

し
た
単
年
度
収
支
額
は
２
億
９
４

９
５
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。

次
ペ
ー
ジ
の
第
２
表
に
は
特
別

会
計
の
収
支
状
況
を
ま
と
め
た
。

歳出

歳入

自
主

財

源

財

源
存

依

町税

農林水産業費

公債費

地方交付税

その他

総務費

町債

国庫支出金

民生費

教育費

土木費

消防費

衛生費

繰越金

分担金及び負担金

県支出金

その他

商工費

議会費

災害復旧費

８億8872万円
6.89％

７億2183万円
5.60％

１億5592万円
1.21％

15億71万円
11.64％

自主財源その他内訳
（単位：万円）

　使用料及び手数料 5752
　財産収入 4559
　寄附金 23070
　繰入金 112616
　諸収入 4074

46億3088万円
35.92％

15億5649万円
12.07％

９億558万円
7.03％

22億6515万円
17.57％

２億6546万円
2.06％

依存財源その他内訳（単位：万円）
　地方譲与税 7018
　利子割交付金 59
　配当割交付金 182
　株式等譲渡所得割交付金 105
　地方消費税交付金 16871
　自動車取得税交付金 751
　地方特例交付金 1431
　交通安全対策特別交付金 129

28億1046万円
22.32％

17億847万円
13.57％

20億4714万円
16.26％

15億9385万円
12.66％

11億8121万円
9.38％

３億2896万円
2.61％

13億4324万円
10.67％

13億3269万円
10.58％

１億2186万円
0.97％

2284万円
0.18％

１憶306万円
0.82％

歳入決算額
128億9074万円

歳出決算額
125億9379万円

［第１表］一般会計歳入・歳出の状況
※金額は、各項目とも円単位で計算した額を、万円

　未満四捨五入し計上しているため、合計金額が一致し

　ない場合がある。

29694 5900 23794 53289 ▲29495

（単位：万円）

歳入歳出

差引残額
翌年度へ繰越

すべき財源
実質収支

前年度

実質収支
単年度収支

歳入から歳出を差し引くと…

自主財源　25.35％
依存財源　74.65％

     

国民健康保険特別会計 2,241,446,603 2,043,749,118 0 197,697,485 ▲134,903,467

国民健康保険診療施設特別会計 1,147,610,472 1,113,796,378 30,438,000 3,376,094 2,749,912

へき地診療施設特別会計 66,798,130 60,505,280 0 6,292,850 ▲9,039,686

介護保険特別会計 1,358,450,996 1,302,263,168 0 56,187,828 9,662,729

簡易水道特別会計 733,775,040 607,886,774 0 125,888,266 74,091,257

諸浦港埠頭特別会計 9,816,083 2,789,312 0 7,026,771 1,291,728

農業集落排水特別会計 55,496,605 52,745,592 0 2,751,013 1,603,908

漁業集落環境整備特別会計 48,698,933 48,169,016 0 529,917 ▲3,346

特定地域生活排水処理特別会計 42,035,504 40,787,374 0 1,248,130 ▲715,834

水産種苗供給特別会計 27,352,294 23,578,502 0 3,773,792 ▲835,842

後期高齢者医療特別会計 123,484,918 123,106,200 0 378,718 ▲188,120

太陽光発電特別会計 178,751,733 95,244,141 0 83,507,592 ▲2,393,979

観光施設特別会計 150,983,678 156,601,486 0 ▲5,617,808 ▲11,668,573

合　　　計 6,184,700,989 5,671,222,341 30,438,000 483,040,648 ▲70,349,313

（単位：円）［第２表］特別会計の収支の状況

◇
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
町
の
支
出

◇
民
生
費

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者

な
ど
の
福
祉
全
般
に
使
う
お
金

◇
土
木
費

道
路
や
公
園
整
備
な
ど
に
使
う
お
金

◇
総
務
費

人
事
や
企
画
、
財
政
、
戸
籍
、
統

計
、
交
通
安
全
な
ど
に
使
う
お
金

◇
公
債
費

町
債
（
借
金
）
の
返
済
に
充
て
る

お
金

◇
農
林
水
産
業
費

農
林
業
、
水
産
業
振
興
に
使
う
お
金

◇
消
防
費

消
防
や
防
災
事
業
な
ど
に
使
う
お
金

◇
教
育
費

学
校
運
営
の
費
用
や
生
涯
学
習
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
教
育
全
般
に
使
う

お
金

◇
衛
生
費

保
健
衛
生
や
公
害
対
策
な
ど
安
全

で
衛
生
的
な
生
活
の
た
め
に
使
う

お
金

◇
商
工
費

商
工
・
観
光
振
興
な
ど
に
使
う
お
金

◇
災
害
復
旧
費

暴
風
や
地
震
な
ど
の
災
害
で
生
じ

た
被
害
を
復
旧
す
る
た
め
の
お
金

◇
議
会
費

議
会
活
動
に
使
う
お
金

●
依
存
財
源

国
庫
支
出
金
や
、
地
方
交
付
税
な

ど
国
や
県
な
ど
に
よ
り
定
め
ら
れ

た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
収
入

●
自
主
財
源

地
方
税
、
使
用
料
及
び
手
数
料
な

ど
、
町
が
自
ら
の
権
限
で
自
主
的

に
徴
収
で
き
る
財
源

翌年度へ

繰越すべき財源
歳入総額 歳出総額 実質収支額 単年度収支区　　　分

が
、
総
合
運
動
公
園
は
14

万
立
米
と
な
る
見
込
み

で
、
２
万
立
米
が
不
足
す

る
。
不
足
分
は
、
各
種
公

共
工
事
の
土
砂
で
盛
り
土

し
た
い
。
完
成
年
度
は
不

明
。

▼
地
方
創
生
課

Ｑ
．
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
率
を
30
％
以
内
と
の
国

か
ら
の
指
示
が
あ
る
が
。

Ａ
．
国
、
県
の
指
導
を
受

け
、
28
～
29
％
の
還
元
率

と
な
っ
て
い
る
。

▼
建
設
課

Ｑ
．
ぐ
る
っ
と
一
周
景
観

整
備
は
い
つ
終
了
か
。

Ａ
．
現
在
、
国
庫
補
助
で

実
施
し
て
お
り
、
令
和
２

年
度
で
終
了
予
定
。

▼
耕
地
課

Ｑ
．
伊
唐
大
橋
の
今
後
の

補
修
計
画
は
。

Ａ
．
橋
り
ょ
う
の
長
寿
命

化
を
県
で
行
い
、
工
事
も

県
で
行
う
計
画
と
な
っ
て

い
る
。

委
員
会
の
質
疑
か
ら

　

特
別
委
員
会
で
行
わ
れ
た
質
疑
を
一
部
抜
粋
し
て

紹
介
し
ま
す
。

完成が見込めない多目的広場
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古
田　

一
博 

議
員

町政を問う
一般質問

一
般
質
問
と
は
…

　

各
議
員
が
住
民
の
代
表
と
し
て
、

町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
事
務

の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針

を
聞
き
、
町
当
局
の
考
え
方
や
疑
問

を
た
だ
す
こ
と
。

単
に
疑
問
を
は
ら
し
、
事
実
関
係

１　古田　一博（７ページ）

・指江庁舎のあり方は

・小浜川、指江川の寄り洲除去を

２　上筋　睦雄（８ページ）

・感染症対策の現況は

・新型コロナ収束後のあり方は

・教育方法の多様化の推進と体制構築は

を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

現
行
政
策
の
見
直
し
や
新
規
政
策
を

提
言
す
る
な
ど
、
議
員
の
重
要
な
活

動
で
あ
る
。

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
（
９
月
）

で
は
次
の
４
人
の
議
員
が
質
問
し
た
。

古
田　

令
和
３
年
４
月
か

ら
４
課
46
人
（
建
設
・
耕

地
・
農
林
・
水
道
課
）
が

指
江
庁
舎
か
ら
鷹
巣
庁
舎

へ
移
動
す
る
。
総
合
管
理

課
に
建
設
課
、
耕
地
課
な

ど
の
技
術
専
門
の
ベ
テ
ラ

ン
職
員
、
ま
た
は
再
任
用

の
配
置
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

事
業
課
で
行
っ
て

き
た
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し

な
い
よ
う
に
、
技
術
職
の

配
置
に
つ
い
て
は
、
再
任

１階南側スペースに図書館を（現在は農林課と耕地課）

指江庁舎のあり方は

古
田　

利
便
性
を
考
え
、

文
化
ホ
ー
ル
か
ら
指
江
庁

舎
に
移
す
考
え
は
。

町
長　

現
在
の
指
江
図
書

館
は
、
文
化
ホ
ー
ル
の
開

設
時
か
ら
町
民
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。
図
書
や
学
習

ス
ペ
ー
ス
が
少
な
く
集
落

か
ら
も
距
離
が
あ
る
こ
と

古
田　

小
浜
川
は
、
豪
雨

の
た
び
に
下
流
が
氾
濫

し
、
田
ん
ぼ
に
土
砂
が
流

れ
込
む
た
め
、
農
家
が
大

変
苦
労
さ
れ
て
い
る
。
10

年
前
か
ら
堤
防
の
か
さ
上

げ
や
寄
り
洲
除
去
な
ど
が

小
浜
集
落
か
ら
要
求
さ
れ

て
い
る
。
国
や
県
に
強
く

要
望
し
て
災
害
の
起
き
な

い
河
川
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　

小
浜
川
に
つ
い
て

は
、
寄
り
洲
除
去
と
同
時

に
下
流
か
ら
護
岸
の
か
さ

上
げ
を
す
る
こ
と
が
大
事

な
対
策
の
一
つ
と
し
て
考

に
加
え
、
地
元
か
ら
の
移

転
要
望
も
あ
る
。
役
場
の

閉
庁
日
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
整
備
を
し
て
い
く
考

え
で
い
る
。

堆積した岩石など（指江川）

河川の寄り洲除去を

４　兒玉　誠（10ページ）

・土地改良区の事業支援を

・バレイショ種イモ生産の供給計画は

３　小田　勝志（９ページ）

・７月豪雨災害の対応は

寄
り
洲

　

土
砂
が
寄
せ
ら
れ
て
、

河
川
な
ど
に
自
然
に
で
き

た
洲
。

解説

総
合
管
理
課
の
事
業

部
門
の
強
化
を

用
の
経
験
豊
富
な
職
員
を

配
置
す
る
な
ど
十
分
検
討

し
て
進
め
て
い
く
。

図
書
館
を
指
江
庁
舎
に

庁
舎
内
空
き
ス
ペ
ー

ス
に
歯
科
医
院
を

古
田　

現
在
は
鷹
巣
に
民

間
の
歯
科
医
院
、
平
尾
に

歯
科
診
療
所
が
あ
る
。
旧

長
島
町
の
町
民
は
町
外
の

歯
科
医
院
で
治
療
さ
れ
る

か
た
が
多
い
た
め
、
利
活

用
と
し
て
空
き
ス
ペ
ー
ス

に
歯
科
医
院
を
新
設
で
き

な
い
か
。

町
長　

平
尾
歯
科
診
療
所

は
町
営
で
慢
性
的
な
赤
字

経
営
と
な
っ
て
い
る
。
歯

科
診
療
所
を
移
転
し
た
ほ

う
が
い
い
の
か
ど
う
か
を

含
め
、
検
討
委
員
会
で
具

体
的
に
協
議
し
て
い
く
。

指
江
庁
舎
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
万
全
を
期
し
て
努

力
す
る
。

二
級
河
川
の
寄
り
洲
除
去
を
計
画
的
に

え
、
国
や
県
に
強
く
要
望

し
て
い
く
。

古
田　

指
江
川
は
、
今
年

７
月
の
豪
雨
で
１
カ
所
が

氾
濫
し
た
。
原
因
の
一
つ

と
し
て
寄
り
洲
が
考
え
ら

れ
る
。
４
、
５
年
に
１
回

は
寄
り
洲
の
除
去
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　

緊
急
性
の
あ
る
場

所
を
優
先
的
に
、
県
に
要

望
を
続
け
災
害
の
起
こ
ら

な
い
河
川
に
す
る
。

堤防が決壊し氾濫した小浜川（７月）
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小
田　

勝
志 

議
員

上
筋　

睦
雄 

議
員

上
筋　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
、
こ
の
秋
、
冬
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同

時
蔓
延
も
否
定
で
き
な

い
。
軽
症
患
者
な
ど
に
対

す
る
国
の
方
針
は
、
宿
泊

施
設
や
自
宅
で
の
療
養
で

あ
る
。
本
町
の
現
況
は
。

救急隊員用の仮眠室

町
長　

町
独
自
の
保
護
、

療
養
は
行
わ
な
い
。

上
筋　

救
急
隊
員
の
待
機

室
、
シ
ャ
ワ
ー
設
備
な
ど

は
劣
悪
で
、
防
染
対
策
も

不
十
分
で
あ
る
。

町
長　

待
機
室
で
は
な
く

仮
眠
室
で
あ
り
、
十
分

距
離
は
保
た
れ
て
い
る
。

シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
の
整
備

は
検
討
す
る
。
必
要
な
ら

ば
補
正
予
算
で
対
応
す

る
。

小
田　

急
傾
斜
地
で
は
、

排
水
路
の
整
備
が
な
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
家
屋
の

裏
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
床
下

浸
水
に
な
り
危
険
な
状
態

で
あ
る
。
側
溝
な
ど
の
整

備
は
で
き
な
い
か
、
畑
地

帯
の
用
水
路
・
排
水
路
、

河
川
へ
の
吐
き
口
な
ど
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い

か
。

排水路が詰まり冠水した道路（浦底地区）

町
長　

浦
底
川
東
２
地
区

は
平
成
２
年
度
に
擁よ

う
へ
き壁

工

事
を
行
っ
た
。
排
水
路
の

整
備
は
、
個
人
の
敷
地
で

あ
る
た
め
、
現
状
の
整
備

は
難
し
い
。
地
元
と
再
協

議
を
行
う
。

小
田　

今
回
（
７
月
）
の

大
雨
で
河
川
の
護
岸
の
崩

大雨で床上浸水した家屋内

豪雨災害の対応は
感染症対策の現況と
コロナ収束後の対応は

今後の教育方法は

急
傾
斜
地
、
畑
地
帯
の
用
排
水
路
の
見
直
し
は

壊
、
川
の
氾
濫
に
よ
り
水

田
へ
の
土
砂
流
入
な
ど
多

く
の
災
害
が
発
生
し
た
。

二
級
河
川
は
県
の
管
理
で

あ
る
が
、
町
に
管
理
を
移

譲
で
き
な
い
か
。

町
長　

二
級
河
川
の
町
へ

の
権
限
移
譲
の
制
度
は
な

い
。
財
源
を
伴
っ
た
も
の

で
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い

の
で
、
今
後
は
県
と
協
議

を
行
う
。

小
田　

豪
雨
に
よ
る
床

下
、
床
上
浸
水
被
害
が
発

生
し
た
。
復
旧
も
含
め
、

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
う
か
。

町
長　

早
急
な
公
共
施
設

の
災
害
復
旧
、
水
路
、
側

コ
ロ
ナ
対
策
の
現
況
は

コ
ロ
ナ
収
束
後
の

町
の
あ
り
方
は

上
筋　

コ
ロ
ナ
収
束
後
の

社
会
は
、
一
極
集
中
型
か

ら
、
多
極
分
散
型
、
真
の

地
方
分
権
の
到
来
が
予
想

さ
れ
る
。
行
政
庁
と
地
場

産
業
は
今
ま
で
以
上
に
協

力
し
、
オ
ー
ル
長
島
「
総

合
商
社
的
長
島
」
を
目
指

す
考
え
は
。

町
長　

総
理
大
臣
か
ら

「
仕
組
み
と
、
財
源
配
分
、

法
律
を
つ
く
っ
た
か
ら

や
っ
て
み
な
い
か
」
と
い

う
状
況
を
作
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

上
筋　

情
報
関
連
産
業
の

誘
致
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
、
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
は
な
い
か
。

町
長　

獅
子
島
で
交
通
シ

ス
テ
ム
の
研
究
を
で
き
な

い
か
関
係
者
な
ど
と
検
討

す
る
。

教
育
方
法
の
多
様
化
の
推
進
と
体
制
構
築
は

上
筋　

児
童
生
徒
に
情
報

端
末
を
配
布
、
教
育
の
情

報
化
を
目
指
し
て
い
る
。

「
長
島
町
学
校
教
育
情
報

化
推
進
計
画
」
の
進
捗
状

況
は
。

教
育
長　

個
人
別
最
適
化

学
習
、
教
育
格
差
撤
廃
、

公
平
・
平
等
を
目
指
し
、

情
報
担
当
の
職
員
も
雇
用

す
る
な
ど
計
画
的
に
進
め

る
。

上
筋　

多
様
な
教
育
の
一

環
で
、
ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル

は
不
登
校
対
応
に
有
効
と

さ
れ
る
。
是
非
は
検
討
し

た
か
。
現
在
、
不
登
校
は

何
名
か
。

教
育
長　

ホ
ー
ム
ス
ク
ー

ル
は
今
後
の
教
員
の
動
向

を
注
視
す
る
。
不
登
校
は

小
学
生
１
名
、
中
学
生
３

名
で
あ
る
。

上
筋　

情
報
化
の
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、人
間
力
向
上
、

社
会
性
習
得
の
た
め
に
適

切
な
集
団
生
活
は
必
須
。

学
校
統
合
、
小
中
高
一
貫

教
育
な
ど
は
検
討
さ
れ
た

か
。

教
育
長　

中
高
一
貫
教
育

が
、
県
下
に
も
数
例
し
か

な
い
。
本
町
で
の
設
置
は

難
し
い
。

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

　

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

社
会
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
変
え
る
よ
う
な
都
市
設

計
の
動
き
。
国
際
的
に
は
急
速
に
進
展
。

　

先
行
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
世
界
各
国
で
も

「
ま
る
ご
と
未
来
都
市
」
は
未
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

日
本
で
も
必
要
な
要
素
技
術
は
ほ
ぼ
揃
っ
て
い
る

が
、
実
践
す
る
場
が
な
い
。

解説

溝
な
ど
の
適
正
な
維
持
管

理
に
努
め
る
。
今
回
特
別

非
常
災
害
の
指
定
を
受

け
、
全
壊
が
１
世
帯
、
準

半
壊
が
２
世
帯
、
床
上
浸

水
が
３
世
帯
で
あ
っ
た
。

全
壊
宅
に
は
解
体
費
の
９

割
を
国
か
ら
の
補
助
が
、

準
半
壊
宅
に
は
復
旧
費
の

30
万
円
以
内
の
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
る
。
今

回
、
町
に
お
け
る
床
上
浸

水
３
世
帯
に
は
、
県
の
被

災
者
生
活
支
援
基
金
か
ら

一
律
の
支
援
金
が
支
給
さ

れ
る
。

県管理の二級河川浦底川
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兒
玉　

誠 

議
員

兒
玉　

町
内
に
は
土
地
改

良
区
が
４
団
体
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
形
態
は
違
う
も
の

の
貯
水
施
設
、
ポ
ン
プ
、

管
路
を
有
し
て
い
る
。
経

年
劣
化
で
修
繕
な
ど
が
頻

発
し
、
併
せ
て
会
計
事
務

ハウス内での実証実験

計測器が更新される鷹巣ダム事務所

（上）と配水タンク

な
ど
の
業
務
の
た
め
、
構

成
員
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
持
続
的
に

安
定
し
た
運
営
を
続
け
る

た
め
、
町
内
土
地
改
良
区

の
事
業
支
援
と
し
て
事
務

所
を
役
場
に
設
置
し
、
事

務
局
サ
ー
ビ
ス
を
職
員
で

対
応
す
る
考
え
は
。

町
長　

土
地
改
良
区
の
必

要
性
は
強
く
認
識
し
て
お

り
強
化
策
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
昨
年
８
月
、
土

地
改
良
区
団
体
連
合
会
が

統
合
の
説
明
を
し
た
が
、

町
内
４
土
地
改
良
区
は
統

合
し
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
財
源
的
に
町
は
非
常

に
苦
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
鷹
巣
土
地
改
良
区
の

状
況
は
理
解
し
て
い
る
。

土
地
改
良
区
が
応
分
の
負

担
を
す
る
と
い
う
こ
と
、

事
業
の
重
要
性
、
農
業
振

興
を
図
る
と
い
う
目
的
か

ら
す
る
と
、
必
要
な
事
業

で
あ
る
の
で
、
新
年
度
初

め
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る

よ
う
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
。

土地改良区の事業支援を

種イモの供給構想を

委員会
って何？

条例で議会に設置することが認めら

れている委員会は、常任委員会、議会運

営委員会、特別委員会の３つです。委員

会を設置する目的は、本会議で全議員で

審議を進めるよりも、委員会ごとに分担

を決め審査することで、より効率的で効

果的な審議が行えるためです。

今回の９月定例会では、常任委員会の

ほか特別委員会も設置されましたので、

各委員会の内容などを紹介します。

長島町議会

常任委員会 議会運営委員会 特別委員会
町の事務全般を２つの部

門に分けて、部門ごとの事務

に対し適正に処理されている

かを調査・監視します。

また町長が提案し、本会

議で付託された議案や陳情な

どを審査します。

総務民生常任委員会

建設経済文教常任委員会

定例会・臨時会における会議の期

間の調整や日程事項、質問者の順序の

調整など、議会の運営を円滑にするこ

となどを目的として、議会全般につい

て協議、意見調整を図ります。

議会が特に必要があると

認めた事件を審査するため

に、その都度設置される委員

会です。

議会広報特別委員会

決算審査特別委員会

予算審査特別委員会

議会活性化特別委員会

革新種苗調査特別委員会   

各常任委員会の定数や任期、所管は次のとおりです。

総務民生常任委員会

（７人、２年）　

建設経済文教常任委員会

（７人、２年）　

議会、総務課、企画財政課、税務課、町民保健課、介護環境課、福祉事務所、

地方創生課、総合管理課、会計課、診療所、長生園、選挙管理委員会及び監

査委員並びにその他の委員会の所管に属さない事項

農林課、耕地課、建設課、水道課、水産商工課、景観推進課、農業委員会、

教育委員会（教育総務課、学校教育課、社会教育課）

委員会では、付託された事件を次の順序で審査します。

審査された結果は、本会議で委員長が報告し、議員全員で採決されます。

議案の説明 質　疑 討　論 表　決 採　決

委員会の流れ

執行部が議案を詳

しく説明します。

疑問や不明な点な

どを質問します。

賛成または反対の

立場を明確にして

討論します。

挙手多数の場合、

「可決すべきもの」

と決定します。

本会議で委員長が

報告し、 議員全員

で採決します。

事件の付託

本会議で、 委員会

へ付託します。

今さら聞けない
議会のなぜ　何　

土
地
改
良
区

　

公
共
投
資
に
よ
る
土
地

改
良
事
業
を
行
政
に
代

わ
っ
て
実
施
す
る
農
業
者

の
組
織
。町
内
に
は
鷹
巣
、

伊
唐
、
川
床
、
山
門
野
の

４
組
織
が
あ
る
。

解説

兒
玉　

本
年
３
月
議
会
で

革
新
種
苗
調
査
特
別
委
員

長
の
研
修
報
告
が
あ
り
、

ま
と
め
と
し
て
、

①
関
係
団
体
と
の
協
議

②
ほ
場
の
確
保

③
作
付
体
系
の
実
証

④
生
産
供
給
の
組
織
構
築

お
よ
び
価
格
設
定

の
４
点
が
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
供
給

開
始
は
何
年
か
。
何
㌶
の

作
付
け
か
。
そ
の
運
営
方

法
は
。
20
㌔
㌘
の
販
売
単

価
に
つ
い
て
目
標
は
。

町
長　

種
イ
モ
、
ウ
イ
ル

ス
フ
リ
ー
苗
を
作
る
こ
と

は
確
立
し
た
。
今
年
度
、

農
家
に
種
イ
モ
を
購
入
し

て
い
た
だ
き
実
証
し
た

い
。
農
家
が
、
こ
の
種
イ

モ
な
ら
い
け
る
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
次
の
協
議

と
な
る
。
配
布
は
、
現
在

町
全
体
で
７
０
０
㌶
の
バ

レ
イ
シ
ョ
の
作
付
け
が
あ

る
の
で
、
10
％
の
70
㌶
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

価
格
は
、
今
の
種
イ
モ
よ

り
安
く
販
売
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。
町
所
有
の

貯
蔵
庫
で
は
限
度
が
あ
る

の
で
、
町
が
実
証
実
験
と

し
て
種
苗
生
産
す
る
の
は

15
㌧
で
あ
る
。

土
地
改
良
区
事
務
局
サ
ー
ビ
ス
の
考
え
は

革
新
的
種
苗
供
給
構
想
の
現
状
と

今
後
の
計
画
は
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建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

小
田　

勝
志

委
員
会
で
詳
細
に
チ
ェ
ッ
ク

　

定
例
会
で
提
出
さ
れ
た
議
案
９
件
を
２
つ
の
常
任
委

員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
各
委
員
会
の
主
な
審
議
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

前
田　

穗

一
般
会
計
補
正
予
算

▼
総
務
課

Ｑ
．
９
月
の
職
員
採
用
は

何
名
か
。
中
途
採
用
は
退

職
者
の
補
充
か
。

Ａ
．９
月
採
用
は
３
名
で
、

総
務
課
、
企
画
財
政
課
、

地
方
創
生
課
に
配
属
。
令

和
２
年
度
で
退
職
す
る
職

員
が
９
名
で
、
来
年
４
月

に
若
干
名
を
採
用
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

▼
景
観
推
進
課

Ｑ
．
幣
串
の
町
営
住
宅
１

号
棟
の
シ
ロ
ア
リ
被
害
に

伴
い
、
教
職
員
住
宅
を
所

管
換
え
し
移
動
す
る
計
画

で
あ
る
が
、
２
号
棟
は
シ

ロ
ア
リ
被
害
な
ど
の
問
題

は
無
い
か
。

Ａ
．
現
在
の
と
こ
ろ
被
害

は
無
い
の
で
、
現
状
の
ま

ま
利
用
す
る
。

▼
水
産
商
工
課

Ｑ
．
獅
子
島
地
区
の
ア
オ

サ
養
殖
場
の
土
砂
を
除
去

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

由
は
。

Ａ
．
水
面
よ
り
も
堆
積
し

た
土
砂
が
高
く
な
る
と
ア

オ
サ
の
網
が
張
れ
ず
、
ア

オ
サ
の
種
が
付
か
な
い
恐

れ
が
あ
り
、
土
砂
を
除
去

し
て
海
水
で
洗
う
必
要
が

あ
る
た
め
。

▼
企
画
財
政
課

Ｑ
．
離
島
百
貨
店
の
年
会

費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
。

Ａ
．
東
京
日
本
橋
に
本
店

が
あ
り
、
全
国
の
離
島
市

町
村
が
連
携
し
地
域
活
性

化
や
情
報
発
信
に
取
り
組

む
も
の
で
、
東
京
ド
ー
ム

で
の
物
産
展
開
催
や
ふ
る

さ
と
納
税
事
業
、
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
を
行
う
。

▼
税
務
課

Ｑ
．
県
外
徴
収
に
係
る
旅

費
を
減
額
し
て
い
る
が
、

対
象
者
と
実
績
は
。

Ａ
．
令
和
元
年
度
の
対
象

者
49
人
の
う
ち
13
人
に
出

向
き
納
付
を
依
頼
し
た
。

▼
建
設
課

Ｑ
．
蔵
之
元
川
や
船
津
川

は
毎
年
の
よ
う
に
寄
り
洲

が
で
き
、
原
形
復
旧
だ
け

で
は
毎
年
工
事
が
必
要
に

な
る
。
こ
れ
ま
で
と
違
う

施
工
方
法
は
な
い
か
。

Ａ
．
町
河
川
は
幅
が
狭
く

急
な
と
こ
ろ
が
多
い
の
で

一
部
に
溜
ま
る
こ
と
が
多

い
。
緊
急
性
の
高
い
箇
所

か
ら
対
応
し
て
い
る
。
寄

り
洲
が
で
き
な
い
施
工
は

難
し
く
、
必
要
な
と
こ
ろ

か
ら
対
応
し
て
い
く
。

▼
耕
地
課

Ｑ
．
川
床
地
区
の
舗
装
は

本
年
度
５
５
０
㍍
で
完
成

か
。全
体
計
画
は
何
㍍
か
。

Ａ
．
全
体
の
延
長
は
約
３

０
０
０
㍍
で
、
旧
駐
在
所

前
か
ら
山
門
野
た
め
池
ま

で
で
、
川
床
中
学
校
ま
で

は
両
側
、
あ
と
は
片
側
舗

装
に
な
る
。
昨
年
度
ま
で

は
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
事
業

で
約
６
０
０
㍍
を
舗
装
し

て
い
る
。

▼
教
育
総
務
課

Ｑ
．
給
食
セ
ン
タ
ー
の
蒸

気
式
消
毒
保
管
機
部
品
取

替
の
内
容
は
。

Ａ
．
蒸
気
式
消
毒
保
管
機

が
13
台
あ
り
、
そ
の
う
ち

劣
化
が
著
し
い
ゴ
ム
パ
ッ

キ
ン
な
ど
を
交
換
す
る
。

▼
農
林
課

Ｑ
．
果
樹
生
産
拡
大
推
進

事
業
の
詳
細
を
。

Ａ
．
国
の
果
樹
農
家
の
規

模
拡
大
に
対
す
る
新
規
事

業
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、

支
援
事
業
が
拡
大
し
て
い

る
。
町
内
の
果
樹
農
家
も

新
植
を
含
め
て
面
積
が
拡

大
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ

に
対
す
る
補
助
を
行
う
。

▼
社
会
教
育
課

Ｑ
．
総
合
町
民
体
育
館
の

屋
根
鳥
害
対
策
の
修
繕
費

の
詳
細
を
。

Ａ
．
体
育
館
で
雨
漏
り
が

あ
り
、
３
月
に
修
理
を

行
っ
た
が
５
月
に
も
生
じ

た
た
め
、
再
度
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
原
因
は
カ
ラ
ス

に
よ
る
も
の
と
判
明
し
た

た
め
の
修
繕
費
で
あ
る
。

河川の災害状況を確認する委員（蔵之元）

新
た
に
生
じ
た
土
地

字
の
区
域
変
更

▼
水
産
商
工
課

Ｑ
．
観
音
漁
港
は
、
船
の

数
と
比
較
す
る
と
港
の
規

模
が
大
き
い
の
で
は
な
い

か
。
ど
の
よ
う
な
種
類
の

漁
船
が
い
る
か
。

Ａ
．
規
模
が
大
き
い
の
は

台
風
時
な
ど
の
避
難
港
と

し
て
の
役
割
も
あ
る
た

め
。
刺
し
網
や
一
本
釣
り

の
漁
船
が
い
る
。

▼
町
民
保
健
課

Ｑ
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
発
行
率
は
。

Ａ
．
15
・
３
％
（
８
月
末

現
在
）。

▼
会
計
課

Ｑ
．
シ
ス
テ
ム
改
修
の
内

容
は
。

Ａ
．
収
納
代
理
金
融
機
関

に
コ
ー
ド
番
号
が
振
っ
て

あ
り
、
債
権
者
の
コ
ー
ド

番
号
を
変
更
す
る
も
の
。

▼
福
祉
事
務
所

Ｑ
．
当
初
予
算
で
計
上
し

た
健
康
管
理
支
援
シ
ス
テ

ム
の
減
額
理
由
は
。

Ａ
．
当
初
は
、
シ
ス
テ
ム

を
各
福
祉
事
務
所
で
導
入

す
る
よ
う
国
か
ら
通
知
が

あ
っ
た
た
め
予
算
計
上
し

た
が
、
本
町
は
独
自
で
の

調
査
体
制
が
と
れ
た
の
で

不
要
と
な
っ
た
。

▼
介
護
環
境
課

Ｑ
．
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
の
場
所
の

選
定
方
法
は
。

Ａ
．
副
町
長
以
下
７
名
で

組
織
す
る
選
定
委
員
会
で

選
定
し
た
。

Ｑ
．
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
県
補
助
金

３
８
６
３
万
４
千
円
の
積

算
根
拠
は
。

Ａ
．
１
施
設
当
た
り
１
５

０
０
万
円
か
ら
３
３
６
０

万
円
の
範
囲
で
補
助
金
を

交
付
す
る
。
施
設
開
設
準

備
経
費
は
１
室
当
た
り
83

万
９
千
円
で
、
６
室
分
の

５
０
３
万
４
千
円
を
計
上

し
た
。

Ｑ
．
町
か
ら
の
補
助
金
は

計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、

補
助
金
は
な
い
の
か
。

Ａ
．
指
江
地
域
活
性
化
の

一
環
で
、事
業
者
決
定
後
、

事
業
費
に
応
じ
て
予
算
計

上
す
る
。

Ｑ
．
台
風
９
号
に
よ
る
流

木
は
量
が
多
い
の
で
、
海

岸
清
掃
補
助
で
の
対
応
は

で
き
な
い
か
。

Ａ
．
災
害
廃
棄
物
の
補
助

制
度
は
あ
る
が
、
海
岸
保

全
区
域
内
に
は
適
応
で
き

な
い
。
汐
見
漁
港
、
唐
隈

港
、
小
浜
港
は
対
象
外
で

あ
る
が
、
海
岸
漂
着
物
等

地
域
対
策
推
進
事
業
が
該

当
す
れ
ば
、
そ
の
補
助
金

を
充
当
し
た
い
。

◎
総
括
意
見

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
建
設
に
つ
い
て

は
、
近
隣
住
民
と
の
十
分

な
協
議
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
用
地
は
駐
車

場
を
含
め
る
と
狭
く
、
環

境
面
か
ら
も
場
所
の
再
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

国
民
健
康
保
険
診
療
所

設
置
条
例

▼
診
療
所

Ｑ
．
鷹
巣
診
療
所
の
開
所

は
い
つ
か
。
竣
工
式
や
祝

賀
会
は
行
う
の
か
。

Ａ
．
11
月
１
日
開
所
。
竣

工
式
は
行
う
が
、
祝
賀
会

は
行
わ
な
い
。

↑
し
ゅ
ん
功
認
可
が
あ
っ
た
観

音
漁
港
（
梅
ノ
木
山
）

↑
建
設
予
定
地
の
旧
長
島
町
中

央
公
民
館
跡
地
（
指
江
）

議
会
傍
聴
に

行
こ
う

　

長
島
町
議
会
で
は
、
傍

聴
者
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

本
会
議
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
役
場
ロ
ビ
ー
に
設
置

し
て
あ
る
テ
レ
ビ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

次
の
定
例
会
は
12
月
に

開
会
さ
れ
ま
す
。

　

♪
傍
聴
者
の
声
♭

「（
傍
聴
で
）
町
を
身
近
に

感
じ
た
。
興
味
深
い
課
題

の
解
決
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」

「
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束

後
の
質
問
よ
り
現
状
の
対

策
を
質
問
す
べ
き
」
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議

会

の

う

ご

き

７　

月

８　

月

編集後記

【
発
行
責
任
者
】議　

　

長　

林　
　

義
明

【
編　

集
】

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委

員

長　

兒
玉　
　

誠

副
委
員
長　

二
階
堂　

猛

委　
　

員　

池
田　

安
彦

古
田　

一
博

福
永　

伸
親

９　

月

２
日

14
～
20
日

16
日

17
日

20
日

21
日

22
日

29
日

令
和
３
年
度
公
立
高
等
学
校
生
徒
募
集
定
員
策
定
等

に
係
る
地
区
説
明
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
総
会　
　
　
（
出
水
市
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
第
２
回
定
例
会
（
出
水
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
例
月
出
納
検
査（
阿
久
根
市
）

例
月
現
金
出
納
検
査

監
査
委
員
に
よ
る
工
事
事
務
監
査

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
例
月
現
金
出
納
検
査

（
鹿
児
島
市
）

　

田
ん
ぼ
の
稲
穂
が
実

り
秋
の
気
配
を
感
じ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

秋
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
、
私
た
ち
に

と
っ
て
は
一
番
過
ご
し
や
す
い
季
節
で

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
開
催
を
予

定
し
て
い
た
秋
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
行
わ
れ
た
小
中
学
校
の
運
動
会

や
体
育
祭
も
午
前
中
の
み
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

物
足
り
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
今
は
我
慢
の
時
。
「
災
い
転
じ

て
福
と
な
す
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ

る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
予
防
対
策

に
努
め
、
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と

に
よ
り
明
る
い
未
来
が
見
え
て
き
ま

す
。

　

一
日
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ

れ
、
経
済
や
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
た

い
と
願
う
も
の
で
す
。
（
池
田　

安
彦
）

５
日

７
日

11
日

20
日

21
日

27
日

27
日

31
日

県
町
村
議
会
議
長
会
監
査
・
決
算
審
査
・
第
２
回
理
事
会

（
鹿
児
島
市
）

議
会
運
営
委
員
会
（
第
２
回
臨
時
会
の
た
め
）

第
２
回
臨
時
会
・
第
７
回
全
員
協
議
会

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
北
薩
地
域
振
興
局
要
望

（
薩
摩
川
内
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
例
月
出
納
検
査（
阿
久
根
市
）

例
月
現
金
出
納
検
査

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
例
月
現
金
出
納
検
査

（
鹿
児
島
市
）

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査
報
告

議
会
運
営
委
員
会
（
第
３
回
定
例
会
の
た
め
）

４
～
25
日

４
日

14
～
17
日

18
日

24
日

25
日

28
日

30
日

第
３
回
定
例
会

第
８
回
全
員
協
議
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

例
月
現
金
出
納
検
査

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
例
月
出
納
検
査（
阿
久
根
市
）

第
９
回
全
員
協
議
会

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
例
月
現
金
出
納
検
査

（
鹿
児
島
市
）

杉
ノ
段
招
魂
祭

第
１
回
広
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
№
61
）

令
和
２
年
７
月
豪
雨
、
台
風
９
号
、
10
号
に
よ
り
、

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
衷
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
く
復
興
が
な
さ
れ
、
皆
様
の
生
活
が
安

定
さ
れ
ま
す
よ
う
、心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
７
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の

累
計
雨
量
が
７
８
８
㎜
（
長
島
町
役
場
観
測
所
）
と

な
り
ま
し
た
。

幸
い
に
も
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
家
屋

の
倒
壊
や
道
路
の
損
傷
な
ど
大
き
な
物
的
被
害
が
多

数
発
生
し
、
特
に
獅
子
島
の
立
石
地
区
で
は
大
規
模

な
地
滑
り
が
起
こ
り
道
路
が
寸
断
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
復
旧
に
向
け
て
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
町
議
会
も
一
丸
と
な
っ
て
今
後
も
尽
力
い

た
し
ま
す
。

長
島
町
議
会

被
災
さ
れ
た
皆
様
へ


